







いる。高一の教科書:では「平和 ・共生 ・友情 ・命 ・日本文化 ・







文系 ・国際 ・学際 エ トセ トラであり、その意味で学部時
代に受けた一般教育は意味のないものではなかったと















更に自分の意見をクラスメー トと交換 ・共有した りする
いわゆる発信型の授業も行 っている。つま り高校 では
「4技能」すべてをバランスよく指導する必要がある。一
方大学での共通教育外国語では、読解であれ、口頭での
コミュニケーシ ョンであれ、自分の意見 ・考え等を書い
て表現することであれ、誤解されることを恐れずに申し
上げれば、極端なカリキ ュラム・極端な内容がいいので
はないかと思われる。高等学校ではバランスが取れてい
る必要があるが、大学では狙いをspecificallyに 絞 った
教育をすることが可能であると思われる。例えば100
分の授業で10行 しか進まないことだってあっていい
し、リスニングや速読の訓練な らば大量の英語を浴びせ
ることだってあっていいだろう。「名馬は状況に応 じて
その走るスピー ドを変えることができるんだよ」という
のは私の大学時代の恩師の言葉である。高校までのある
意味comprehensiveな 指導ではなく、特定の側面や能
力に焦点を絞 った展開も可能であろう。
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